
「手洗い、うがい、マスク着用、換気」の徹底を！

お 見 積 り 無 料 ! !

台所・浴室・トイレ
水廻りのリフォーム

《西原町給水工事指定店》

水道管取替え工事

お気軽に
お電話下さい。

下水道使用料の改定について
　西原町の下水道事業は、平成 14年度から供用開始区域を拡大しております。下水道事業は公営企業として独立
採算の原則が定められておりますが、下水道使用料等の経営に伴う収入のみでの事業運営は難しく、一般会計から
の繰入金 (税金 ) で収支不足を補っています。このような厳しい状況をふまえ、令和５年度に下水道使用料を引き
上げることになりました。
　上下水道課といたしましては、引き続き、業務の効率化、経費縮減に努め、更なる経営改善に取り組んでまいり
ますので、今後とも変わらぬご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
＊水道料金の改定はありません。

■新下水道使用料の適用日について
令和５年５月１日以降の検針分 (５月分請求 )から改定使用料を適用します。

■下水道使用料改定表
・汚水量とは、下水道に流す水量であり、基本的には毎月の水道使用量と同量となります。
ただし、雨水及び工業用水を流す場合は、それらを含みます。　　　　　　　　
・使用料は、基本使用料と超過使用料との合計額に 100分の 110を乗じて得た金額となります。

用途区分 汚　水　量　１月当たり 使　用　料　(税抜き )
現行 改定 差額

家事用

基本使用料 8㎥まで 429円 485円429円 485円 56円

超過使用料
1㎥につき

9㎥から 25㎥まで 57円 77円 20円
26㎥から 50㎥まで 67円 87円 20円
51㎥以上 76円 96円 20円

業務用

基本使用料 10㎥まで 714円 784円714円 784円 70円

超過使用料
1㎥につき

11㎥から 100㎥まで 81円 101円81円 101円 20円
101㎥から 200㎥まで 95円 115円95円 115円 20円
201㎥から 500㎥まで 110円 130円110円 130円 20円
501㎥から 1,000㎥まで 124円 144円124円 144円 20円
1,001㎥以上 138円 158円138円 158円 20円

大衆浴場用 1㎥につき 38円 45円 7円
臨時用 1㎥につき 95円 102円95円 102円 7円

＊家事用とは、一般家庭において下水道を使用する場合をいう。
＊業務用とは、会社、工場その他事業所等が営業又は業務に付随して下水道を使用する場合をいう。
＊大衆浴場用とは、大衆浴場等の排水が下水道を使用する場合をいう。
＊臨時用とは、工事、興行その他短期間臨時に下水道を使用する場合をいう。

■使用料改定後　　標準的な月額の比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(税抜き )
用途区分 汚水量 現行額 改定後額 差額

家事用

8㎥　を流した場合 429円 485円 56円
20㎥　を流した場合 1,113 円 1,409 円 296円
30㎥　を流した場合 1,733 円 2,229 円 496円
50㎥　を流した場合 3,073 円 3,969 円 896円

業務用

10㎥　を流した場合 714円 784円 70円
50㎥　を流した場合 3,954 円 4,824 円 870円
500㎥　を流した場合 50,504 円 60,374 円 9,870 円
1,000㎥　を流した場合 112,504 円 132,374 円112,504 円 132,374 円 19,870 円

【お問い合わせ】　上下水道課　下水道業務係　☎ 098-945-4934

広報にしはら No.610 R4.12.111
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、
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と
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。
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引
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方
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を

　
　
　

高
々
と
掲
げ
、
喜
び
を
演
舞
で
表
現

す
る
こ
と
か
ら
綱
引
き
行
事
に
と
っ

て
重
要
な
存
在
で
す
。

現
在
、
綱
引
き
を
行
っ
て
い
る

十
ヶ
字
の
内
、
八
ヶ
字
に
旗
頭
が
あ

り
、
坂
田
ハ
イ
ツ
と
兼
久
は
旗
頭
の

み
仕
立
て
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

演
舞
を
行
っ
て
い
ま
す
。

戦
前
、
本
町
（
当
時
は
村
）
で
は
、

河
川
改
修
事
業
の
完
成
と
村
の
平
和

を
祈
念
し
て
西
原
村
大
綱
引
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
は
日
中
戦
争
が
勃
発

（
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
）
し
た
時

で
、
村
の
若
者
ら
に
召
集
令
状
が
き

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
綱
引
は
急き

ゅ
う

遽き
ょ

出

征
兵
士
約
四
十
人
の
壮
行
会
も
兼
ね

て
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

全
村
民
が
西
原
尋
常
高
等
小
学
校

（
現
在
の
西
原
中
学
校
）
前
の
馬
場

に
集
合
し
、
旗
頭
を
中
心
に
二
組
に

分
か
れ
て
ガ
ー
エ
ー
（
競
演
）
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
旗
頭
を
先
頭
に
二
手

に
分
か
れ
て
綱
引
き
会
場
の
我
謝
馬

場
ま
で
ミ
チ
ジ
ュ
ネ
ー
（
芸
能
や
祭

り
で
の
練
り
行
列
）
し
、
ハ
タ
ジ
ョ

ウ
（
旗
竿
）
を
持
つ
人
は
、
各
字
か

ら
選
ば
れ
た
若
者
（
強
者
）
ら
五
十

人
余
が
対
応
し
た
よ
う
で
す
。

各
字
の
旗
頭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

歴
史
や
願
い
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

字
小
橋
川
の
旗
頭
は
、
大
正
三
年

の
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
、
青チ

ン
タ
オ

の
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
、
青チ

ン
タ
オ

の
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
、
青
島
陥

落
を
記
念
し
て
の
祝
賀
会
で
「
凱
歌

（
※
）」
と
「
招
豊
年
」
の
旗
頭
が
仕

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

「
凱
歌
」
の
文
字
は
戦
勝
を
祝
っ
て

刻
ま
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
字
嘉
手
苅
の
旗
頭
は
、
集

落
内
に「
内
間
御
殿
」（
国
指
定
史
跡
）

や
「
サ
ワ
フ
ジ
」（
町
指
定
天
然
記
念

物
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、ア
ガ
リ
（
雌

綱
）
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
（
灯
籠
）
は
尚

円
王
に
因
ん
だ
左
御
紋
（
ヒ
ジ
ャ
イ

グ
ム
ン
）、
イ
リ
（
雄
綱
）
の
ト
ゥ
ー

ル
ー
は
「
サ
ワ
フ
ジ
の
花
形
」
の
仕

立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旗
頭
の
主
な
構
造
は
、
ハ
タ
ジ
ョ

ウ
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
、
サ
ン
マ
ー
（
水

平
に
出
た
飾
り
）、
ハ
タ
（
旗
）、
吹

き
流
し
等
で
す
（
図
参
照
）。

重
量
が
あ
る
た
め
、
軽
量
化
す
る

た
め
の
工
夫
と
し
て
、
ト
ゥ
ー
ル
ー

を
紙
や
竹
と
紐
の
細
工
で
仕
立
て
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ち

な
み
に
、
サ
ン
マ
ー
が
上
下
に
揺
れ

る
こ
と
で
風
圧
を
受
け
て
旗
頭
が
軽

く
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
鷲わ

し

が
空
中
を
飛
ぶ
姿
に
も
似
て
い
る
）。

ま
た
、
旗
頭
に
は
演
舞
で
地
面
に

落
と
し
た
場
合
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、

ト
ゥ
ー
ル
ー
の
構
造
や
接
続
部
分
の

工
夫
で
衝
撃
を
吸
収
す
る
仕
組
み
や
、

イ
シ
ジ
チ（
図
参
照
）に
よ
る
ハ
タ
ジ
ョ

ウ
の
破
損
防
止
な
ど
、
先
人
の
知
恵

と
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
願
い
が
こ
も
っ
た
旗
頭
を

勇
ま
し
く
躍
動
し
な
が
ら
持
ち
上
げ

る
ハ
タ
ム
チ
（
旗
持
）
は
、
綱
引
き

や
旗
頭
イ
ベ
ン
ト
の
花
形
で
す
。

股ム
ム
ヌ
チ
ハ
ン
タ
ー

引
半
套
と
称
さ
れ
る
衣
装
を
身

ム
ム
ヌ
チ
ハ
ン
タ
ー

引
半
套
と
称
さ
れ
る
衣
装
を
身

ム
ム
ヌ
チ
ハ
ン
タ
ー

に
ま
と
っ
た
若
者
の
演
舞
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の
的
で
あ
り

ま
す
が
、
重
量
が
あ
る
旗
頭
を
持
ち

上
げ
る
に
は
体
力
だ
け
で
は
な
く
、

風
向
き
を
踏
ま
え
た
持
ち
方
や
交
代

の
仕
方
な
ど
、
技
術
と
経
験
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
誇
り
で
あ

る
旗
頭
に
は
、
い
ろ
い
ろ
魅
力
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ハ
タ

ム
チ
と
し
て
、
地
域
の
綱
引
き
行
事

に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

現
在
、「
西
原
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
」

内
の
西
原
劇
場
に
は
、
小
波
津
の
旗

頭
が
常
時
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
月
二
十
四
日
の
西
原
ま

つ
り
の
会
場
（
町
民
体
育
館
）
で
は
、

地
域
の
旗
頭
の
展
示
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
そ
の
魅
力
を
確
認

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

（
各
地
域
の
旗
字
）
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こ
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組
雄
綱
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こ
う光
（
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久
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＝
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　ち
和わ

我

謝
＝
養よ
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、
和わ

ち
ゅ
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リ
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わ
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（
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。
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広報にしはら No.610 R4.12.1 10マイナンバーカードの早めの申請よろしくお願いします！




